
（画像 3）「ドクメンタ15」タリン・パディ、ダンボー
ルの人形。

（画像2）「ドクメンタ15」シェロ・ヘンデ監督《孤独
な木々》の上映 風景。撮影／著者（以下、すべて）

（画像 1）インドネシアを拠点とする世界的なアー
ティスト集団「ルアンルパ」。写真提供／著者

は
じ
め
に

ア
ー
ト
と
聞
い
て
人
は
何
を
想
像
す
る
だ
ろ
う
か
。

美
し
い
も
の
、
類た

ぐ
い

稀ま
れ

な
る
才
能
を
持
つ
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

に
よ
る
卓
越
し
た
作
品
、
そ
れ
を
見
て
癒
や
し
を
得
る

も
の
。
そ
の
よ
う
な
印
象
を
持
つ
人
も
多
い
だ
ろ
う
。

も
ち
ろ
ん
、
美
し
い
作
品
を
見
て
楽
し
む
こ
と
、
展
覧

会
で
そ
の
よ
う
な
作
品
を
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
日
常
か

ら
離
れ
、
ホ
ッ
と
す
る
こ
と
な
ど
も
、
ア
ー
ト
の
素
晴

ら
し
い
側
面
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
し
か
し
、

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
別
世
界
の
人
間
で
は
な
く
、
私
た
ち

の
社
会
の
一
員
で
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、ど
の
時
代

で
あ
れ
、ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
作
り
出
す
も
の
に
は
そ
の
時

代
の
社
会
状
況
が
必
ず
反
映
さ
れ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。

昨
今
の
世
界
の
ア
ー
ト
の
動
き
を
見
て
み
る
と
、
そ

の
こ
と
が
よ
く
わ
か
る
。
筆
者
が
訪
れ
た
ド
イ
ツ
の
国

際
展
や
イ
ギ
リ
ス
で
の
展
覧
会
を
通
し
て
気
づ
い
た
こ

と
を
中
心
に
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
や
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
（
博

物
館
と
美
術
館
を
含
む
）
が
ど
の
よ
う
に
今
日
の
社
会
問

題
を
意
識
し
、
表
現
や
展
示
を
行
っ
て
い
る
か
に
つ
い

て
述
べ
る
と
と
も
に
、
そ
の
可
能
性
に
つ
い
て
考
察
し

た
い
。

西
欧
中
心
の
ア
ー
ト
の
解
体
と

多
様
な
ア
ー
ト
の
あ
り
方

2
0
2
2
年
、
ド
イ
ツ
の
都
市
カ
ッ
セ
ル
で
現
代

ア
ー
ト
の
国
際
展
「
ド
ク
メ
ン
タ
15
」（
2
0
2
2
年
6

月
18
日
〜
9
月
25
日
）
が
行
わ
れ
た
。
1
9
5
5
年
に
始

ま
っ
た
ド
ク
メ
ン
タ
は
5
年
に
1
度
開
か
れ
、
イ
タ
リ

ア
の
「
ヴ
ェ
ネ
チ
ア
・
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
」
と
並
ぶ
重
要

な
国
際
展
と
し
て
、
毎
回
大
き
な
注
目
を
浴
び
て
い
る
。

15
回
目
と
な
る
今
回
、
展
覧
会
の
陣
頭
指
揮
を
執
る
芸

術
監
督
と
し
て
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
出
身
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

コ
レ
ク
テ
ィ
ブ
（
グ
ル
ー
プ
）
で
あ
る
「
ル
ア
ン
ル
パ

（ruangrupa

）」
が
選
出
さ
れ
た
（
画
像
1
）。
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
出
身
の
芸
術
監
督
が
常
で
あ
る
国
際
展
に
お
い
て
ア

ジ
ア
か
ら
監
督
が
選
ば
れ
た
こ
と
は
初
め
て
で
あ
り
、

し
か
も
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
集
団
で
あ
っ
た
こ
と
は
画
期
的

な
で
き
ご
と
だ
っ
た
。

2
0
0
0
年
に
ジ
ャ
カ
ル
タ
で
結
成
さ
れ
た
ル
ア
ン

ル
パ
は
、
急
速
に
都
市
化
の
進
む
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
社

会
問
題
に
焦
点
を
お
き
、
展
覧
会
や
リ
サ
ー
チ
、
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
、
出
版
な
ど
、
様
々
な
活
動
を
行
っ
て
き

た
。
彼
ら
は
「
ド
ク
メ
ン
タ
15
」
の
テ
ー
マ
と
し
て
イ

れ
ぞ
れ
の
環
境
で
異
な
る
現
実
社
会
に
お
い
て
機

能
す
る
作
品
が
存
在
す
る
。
そ
れ
を
読
み
取
り
、
理

解
す
る
こ
と
が
必
要
だ
［
＊
2
］。

す
な
わ
ち
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
な
「
中
心
性
」
を
解
体

す
る
こ
と
、
こ
れ
ま
で
西
欧
世
界
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ

て
き
た
ア
ー
ト
の
文
脈
で
は
す
く
い
取
れ
な
か
っ
た
多

様
な
ア
ー
ト
が
存
在
す
る
こ
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
社
会
で

機
能
し
て
い
る
ア
ー
ト
を
理
解
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と

を
高
ら
か
に
宣
言
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
行
き
す
ぎ

た
資
本
主
義
に
よ
っ
て
搾
取
さ
れ
て
き
た
「
グ
ロ
ー
バ

ル
サ
ウ
ス
」
の
反
資
本
主
義
宣
言
に
も
聞
こ
え
る
。

展
覧
会
に
は
通
常
の
美
術
館
で
は
見
る
こ
と
の
な
い

作
品
が
数
多
く
紹
介
さ
れ
て
い
た
。
参
加
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
の
ほ
と
ん
ど
が
コ
レ
ク
テ
ィ
ブ
（
グ
ル
ー
プ
）
で
あ

る
こ
と
も
特
徴
で
あ
る
。
個
人
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
よ

る
自
律
性
の
高
い
作
品
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
社
会

状
況
を
反
映
し
た
共
同
体
に
よ
る
表
現
が
紹
介
さ
れ
て

い
た
。

ン
ド
ネ
シ
ア
語
で
「
米
蔵
」
を
意
味
す
る
「
ル
ン
ブ
ン

（Lum
bung

）」
を
掲
げ
た
。
ル
ン
ブ
ン
と
は
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
の
田
舎
に
あ
る
伝
統
で
、
将
来
に
備
え
て
米
を

貯
め
て
お
く
倉
庫
を
示
す
。
貯
蔵
さ
れ
た
米
は
地
域
が

共
有
す
る
財
産
と
し
て
使
わ
れ
て
き
た
。
こ
の
精
神
に

基
づ
き
、
予
算
や
知
識
、
ア
イ
デ
ア
を
公
平
に
分
か
ち

合
い
、
持
続
可
能
な
環
境
と
社
会
、
経
済
を
「
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
」
を
ベ
ー
ス
に
構
築
す
る
こ
と
が
ド
ク
メ
ン
タ

の
目
標
と
さ
れ
た
［
＊
1
］。

ル
ア
ン
ル
パ
は
以
下
の
よ
う
に
訴
え
る
。

知
識
や
歴
史
や
芸
術
に
関
す
る
西
洋
的
〝
中
心

性
〟
を
ど
う
反
中
心
的
な
も
の
に
解
体
で
き
る
か
。

グ
ロ
ー
バ
ル
な
ア
ー
ト
界
の
モ
デ
ル
に
合
っ
て
い

な
い
が
故
に
見
え
な
い
も
の
と
さ
れ
て
い
る
、
多

様
な
ア
ー
ト
の
実
践
や
作
品
が
存
在
す
る
。

単
な
る
個
人
的
表
現
の
追
求
や
単
体
と
し
て
展

示
さ
れ
る
た
め
の
作
品
、
あ
る
い
は
個
人
コ
レ
ク

タ
ー
や
権
威
的
美
術
館
に
売
る
作
品
で
は
な
く
、
そ

例
え
ば
「
コ
ミ
ナ
・
フ
ィ
ル
ム
・
ア
・
ロ
ジ
ャ
ヴ
ァ
」

（K
om
îna Fîlm

 a R
ojava

）
は
、
シ
リ
ア
北
部
の
ク

ル
ド
人
を
中
心
と
し
た
ロ
ジ
ャ
ヴ
ァ
自
治
区
の
映
画
製

作
者
た
ち
に
よ
る
コ
レ
ク
テ
ィ
ブ
で
、
ク
ル
ド
人
の
文

化
を
映
像
に
収
め
て
い
る
。
シ
ェ
ロ
・
ヘ
ン
デ
（Şêro 

H
indê

）
監
督
に
よ
る 

《
孤
独
な
木
々
（T

he Lonely 

T
rees

）》（
2
0
1
7
）
で
は
、
ク
ル
ド
の
民
族
歌
謡
を

歌
う
名
人
た
ち
の
姿
が
紹
介
さ
れ
た
。
美
し
い
草
原
の

景
色
を
バ
ッ
ク
に
響
く
、
そ
の
圧
倒
的
な
歌
声
の
世
界

に
引
き
込
ま
れ
る
。
迫
害
と
弾
圧
の
歴
史
の
中
で
失
わ

れ
つ
つ
あ
る
少
数
民
族
の
ク
ル
ド
文
化
を
後
世
に
伝
え

る
貴
重
な
映
像
で
あ
る
（
画
像
2
）。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
コ
レ
ク
テ
ィ
ブ
「
タ
リ
ン
・
パ

デ
ィ
（T

aring Padi

）」
は
、
展
示
会
場
の
建
物
の
庭

に
夥

お
び
た
だし
い
数
の
ダ
ン
ボ
ー
ル
製
の
人
形
を
設
置
し
た
。

そ
こ
に
は
差
別
へ
の
反
対
、
移
民
の
苦
し
み
な
ど
様
々

な
発
言
が
書
か
れ
て
い
る
（
画
像
3
）。
タ
リ
ン
・
パ
デ
ィ

は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
地
で
、
多
様
な
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
、
こ
れ
ら

を
制
作
し
た
。
説
明
に
は
「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
影
絵
人

形
芝
居
（
ワ
ヤ
ン
・
ク
リ
）
の
伝
統
と
、
社
会
正
義
を

求
め
る
ア
ク
テ
ィ
ビ
ス
ト
（
政
治
的
・
社
会
的
な
活
動
家
）

の
活
動
を
結
び
つ
け
た
」
と
あ
る
。
建
物
内
の
会
場
に

も
数
多
く
の
版
画
や
バ
ナ
ー
が
あ
り
、
庶
民
の
身
近
な

素
材
と
技
法
を
用
い
て
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
搬
す
る
ア
ク

テ
ィ
ビ
ス
ト
の
手
法
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
3
0
0
年

以
上
に
わ
た
る
オ
ラ
ン
ダ
の
植
民
地
支
配
、
第
二
次
世

界
大
戦
中
の
日
本
軍
に
よ
る
占
領
、
冷
戦
時
代
は
ス
ハ

ル
ト
政
権
に
よ
る
弾
圧
に
苦
し
ん
だ
歴
史
を
持
つ
イ
ン

ア
ー
ト
は
社
会
の
鏡 

―
―
問
題
提
起
す
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

特
集

A
raki N

atsum
i

荒
木
夏
実

﹇
東
京
藝
術
大
学
准
教
授
／
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
／
美
術
評
論
家
﹈

ア
ー
ト
は
そ
の
時
代
や
社
会
情
勢
を
反
映
し
、
と
き
に
新
た
な
気
づ
き
を
世
に
提
示
し
て
き
た
。

特
に
近
年
は
、
現
在
進
行
形
の
社
会
課
題
を
テ
ー
マ
に
表
現
活
動
を
行
う

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
や
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
が
増
え
、
注
目
を
集
め
て
い
る
。

キ
ュ
レ
ー
タ
ー
と
し
て
自
ら
も
独
自
の
視
点
で
展
覧
会
を
企
画
し
て
き
た
荒
木
夏
実
氏
が
、

現
代
ア
ー
ト
を
め
ぐ
る
、
世
界
の
新
し
い
潮
流
に
つ
い
て
解
説
す
る
。

文
化
芸
術
に
で
き
る
こ
と
︱︱
人
を
つ
な
ぎ
︑
社
会
を
ひ
ら
く
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上／（画像4）展覧会
「Hilma af Klint & Piet 
Mondrian」の様子。
下／（画像5）展覧会

「A World in Common： 
Contemporary African 
Photography」の様子。

個展「Zanele Muholi」の展示風景。右／（画像6）ザネレ・ムホリ《Faces 
and Phases》、中上／（画像7）《Katlego Mashiloane and Nosipho 
Lavuta, Ext. 2, Lakeside, Johannesburg》、中下／（画像 8）《Brave 
Beauties, Durban》、左／（画像 9）展示された葬儀の様子。

ド
ネ
シ
ア
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
と
っ
て
、
ア
ー
ト
と
ア

ク
テ
ィ
ビ
ズ
ム
（
行
動
主
義
）
は
切
っ
て
も
切
れ
な
い

関
係
な
の
で
あ
る
。

そ
の
他
の
作
品
も
、
少
数
民
族
の
ロ
マ
の
伝
統
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ア
ボ
リ
ジ
ナ
ル
の
抵
抗
、
非
西
欧

文
化
圏
に
お
け
る
L
G
B
T
Q
＋
の
人
々
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
な
ど
、
こ
れ
ま
で
紹
介
さ
れ
る
こ
と
の
少
な

か
っ
た
地
域
の
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
現
実
を
直
視
さ
せ
る

内
容
が
多
か
っ
た
。
日
本
人
の
筆
者
を
含
む
、
資
本
主

義
の
先
進
国
に
お
い
て
紹
介
さ
れ
る
い
ま
だ
西
欧
中
心

の
「
ア
ー
ト
」
に
慣
れ
た
訪
問
者
に
と
っ
て
は
、
初
め

て
の
光
景
、
そ
し
て
初
め
て
知
る
問
題
が
多
く
提
示
さ

れ
た
展
覧
会
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
東
南
ア

ジ
ア
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
コ
レ
ク
テ
ィ
ブ
が
、
ア
ラ
ブ
や

南
ア
メ
リ
カ
な
ど
非
西
欧
、
非
先
進
国
の
様
々
な
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
連
帯
し
、
現
在
進
行
形
の
あ
ら
ゆ
る
問

題
を
激
し
く
訴
え
か
け
て
く
る
。
そ
の
よ
う
な
熱
を
感

じ
る
き
わ
め
て
刺
激
的
で
画
期
的
な
国
際
展
だ
っ
た
。

ア
ー
ト
と
政
治
、
経
済
、
ア
ク
テ
ィ
ビ
ズ
ム
が
分
離
さ

れ
ず
、
混
在
す
る
状
態
。「
そ
れ
ぞ
れ
の
環
境
で
異
な

る
現
実
社
会
に
お
い
て
機
能
す
る
作
品
が
存
在
す
る
」

と
明
示
し
た
ル
ア
ン
ル
パ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
深
く

理
解
で
き
る
貴
重
な
体
験
だ
っ
た
。

変
わ
る
西
欧
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
代
表
す
る
国
際
展
の
監
督
を
ル
ア
ン

ル
パ
が
任
さ
れ
た
背
景
に
は
、
当
然
な
が
ら
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
内
で
の
大
き
な
変
化
が
あ
る
。
こ
れ
ま
で
西
欧
白
人

男
性
を
基
軸
と
し
て
き
た
美
術
史
を
見
直
し
、
自
ら
の

植
民
地
主
義
の
歴
史
を
振
り
返
り
、
女
性
や
被
植
民
地

出
身
、
移
民
、
そ
の
他
の
非
白
人
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
紹

介
し
よ
う
と
す
る
動
き
で
あ
る
。
ま
た
、
性
の
多
様
性

に
注
目
し
て
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に

も
注
目
し
て
い
る
。

イ
ギ
リ
ス
国
内
に
4
館
の
国
立
美
術
館
を
擁
し
、
イ

ギ
リ
ス
政
府
が
所
蔵
す
る
美
術
作
品
を
収
蔵
・
管
理
す

る
テ
ー
ト
で
は
、近
年
女
性
や
黒
人
を
扱
っ
た
展
覧
会
が

数
多
く
開
催
さ
れ
て
い
る
。『The Art N

ew
spaper

』

の
見
出
し
に
「
2
0
2
1
年
の
テ
ー
ト
の
個
展
は
女
性

が
席
巻
」
と
書
か
れ
て
い
た
よ
う
に
［
＊
3
］、
こ
の
年

は
女
性
作
家
の
ル
バ
イ
ナ
・
ヒ
ミ
ッ
ド
（Lubaina 

H
im
id

）、
草
間
彌
生
、
ゾ
フ
ィ
ー
・
ト
イ
バ
ー
=
ア

ル
プ
（Sophie T

aeuber-A
rp

）、
ポ
ー
ラ
・
レ
ゴ

（Paula R
ego

）
の
個
展
が
開
催
さ
れ
た
。

2
0
2
3
年
に
は
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
女
性
前
衛
画

家
ヒ
ル
マ
・
ア
フ
・
ク
リ
ン
ト
を
ピ
ー
ト
・
モ
ン
ド
リ

ア
ン
と
と
も
に
紹
介
す
る
「H

ilm
a af K

lint &

 

Piet M
ondrian

」（
画
像
4
）、
サ
ラ
・
ル
ー
カ
ス
（Sarah 

Lucas

）
の
個
展
と
70
〜
80
年
代
に
イ
ギ
リ
ス
で
活
躍

し
た
1
0
0
人
の
女
性
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
見
せ
る

「W
om
en in Revolt !

」
が
開
催
さ
れ
た
。

ま
た
、「
白
人
に
よ
っ
て
表
象
さ
れ
る
ア
フ
リ
カ
」
で

は
な
く
、
ア
フ
リ
カ
出
身
の
写
真
家
が
撮
っ
た
ア
フ
リ

カ
を
紹
介
す
る
グ
ル
ー
プ
展「A W

orld in Com
m
on : 

Contem
porary A

frican Photography

」（
画
像
5
）

が
開
か
れ
た
。
筆
者
も
い
く
つ
か
の
展
示
を
実
際
に
見

て
、
テ
ー
ト
の
姿
勢
を
強
く
感
じ
た
。

先
日
（
2
0
2
4
年
12
月
）
筆
者
が
訪
れ
た
際
に
は
、

ロ
ン
ド
ン
の
テ
ー
ト
・
モ
ダ
ン
に
お
い
て
南
ア
フ
リ
カ

出
身
の
写
真
家
ザ
ネ
レ
・
ム
ホ
リ
の
大
規
模
個
展

「Zanele M
uholi

」（
2
0
2
4
年
6
月
6
日
〜
2
0
2
5

年
1
月
26
日
）
が
開
催
さ
れ
て
い
た
。
ム
ホ
リ
は
か
つ

て
よ
り
自
ら
を
「
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
で
あ
り
ア
ク
テ
ィ
ビ

ス
ト
」
と
名
乗
っ
て
お
り
、
南
ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
黒

人
の
L
G
B
T
Q
＋
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
た
め
に
作

品
を
制
作
し
て
き
た
。

2
0
0
6
年
か
ら
今
日
に
至
る
ま
で
ム
ホ
リ
が
作
り

続
け
て
い
る
シ
リ
ー
ズ
《Faces and Phases

》（
画

像
6
）
は
、
南
ア
フ
リ
カ
の
L
G
B
T
Q
＋
の
個
々
人

を
撮
っ
た
ポ
ー
ト
レ
イ
ト
で
、
こ
れ
ま
で
制
作
し
た
総

数
は
6
0
0
点
を
超
え
る
。
会
場
の
壁
を
埋
め
尽
く
す

写
真
は
圧
巻
だ
っ
た
。
ム
ホ
リ
は
被
写
体
と
長
い
時
間

を
か
け
て
関
係
を
作
り
、
時
を
経
て
同
じ
被
写
体
を
撮

る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
そ
の
よ
う
に
し
て
様
々
な
段
階

（Phases

）
を
記
録
す
る
の
だ
。
被
写
体
の
強
い
眼
差

し
は
、
自
身
の
存
在
を
誇
る
よ
う
に
ま
っ
す
ぐ
と
こ
ち

ら
を
見
つ
め
る
。
そ
れ
は
ム
ホ
リ
の
意
図
す
る
と
こ
ろ

で
も
あ
る
。「
視
覚
表
現
の
歴
史
を
通
し
て
、
私
た
ち

の
活
動
に
印
を
つ
け
、
位
置
づ
け
、
保
存
し
て
将
来
参

照
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
は
、
未
来
の
世
代
に
〝
私

た
ち
は
こ
こ
に
い
た
〟
と
知
ら
せ
る
た
め
に
大
事
な
こ

と
な
の
で
す
」［
＊
4
］
と
語
る
よ
う
に
、
ム
ホ
リ
は
南

ア
フ
リ
カ
の
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
存
在
を
な
い
も
の

に
し
な
い
で
ほ
し
い
と
強
く
願
い
、
生
き
て
い
る
証
と

し
て
写
真
に
記
録
す
る
の
で
あ
る
（
画
像
7
）。

ム
ホ
リ
は
ク
ィ
ア（Q

ueer

）に
よ
る
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー

コ
ン
テ
ス
ト
の
様
子
も
撮
っ
て
い
る
（
画
像
8
）。
ク
ィ
ア

や
ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
対
す
る
根
深
い
差
別
意
識

を
少
し
で
も
変
え
、
参
加
者
だ
け
で
な
く
そ
れ
を
見
る

人
の
意
識
が
変
化
す
る
こ
と
を
ム
ホ
リ
は
望
ん
で
い
る
。

1
9
7
2
年
生
ま
れ
の
ム
ホ
リ
は
、
1
9
9
0
年
代

初
頭
ま
で
続
い
た
南
ア
フ
リ
カ
の
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト

（
人
種
隔
離
政
策
）
に
よ
る
黒
人
差
別
の
偏
見
と
暴
力
の

歴
史
も
体
験
し
て
き
た
。
ム
ホ
リ
の
L
G
B
T
Q
＋

を
鼓
舞
し
続
け
る
活
動
は
、
白
人
支
配
へ
の
黒
人
に
よ

る
抵
抗
の
歴
史
と
つ
な
が
っ
て
い
る
。
本
展
の
中
で
も
、

第
二
次
世
界
大
戦
後
か
ら
今
日
に
至
る
南
ア
フ
リ
カ
の

差
別
と
抵
抗
に
関
す
る
で
き
ご
と
が
、
ポ
ス
タ
ー
や
映

像
と
と
も
に
時
系
列
に
示
さ
れ
て
い
る
。

年
表
を
見
る
と
南
ア
フ
リ
カ
が
2
0
0
6
年
に
法
案

を
通
し
、
ア
フ
リ
カ
初
、
世
界
で
5
番
目
に
同
性
婚
を

認
め
た
国
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
迷
信
や
因
習
に
よ
る
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
に
対

す
る
人
々
の
差
別
意
識
は
非
常
に
強
い
。「
治
癒
す
る
」

と
い
う
目
的
で
行
わ
れ
る
レ
ズ
ビ
ア
ン
へ
の
レ
イ
プ
や
、

L
G
B
T
Q
＋
へ
の
暴
力
や
殺
人
が
絶
え
な
い
の
で
あ

る
。
ム
ホ
リ
は
そ
の
よ
う
な
犠
牲
と
な
っ
た
仲
間
の
葬

儀
の
様
子
も
展
示
し
て
い
る
（
画
像
9
）。

展
示
の
最
後
の
壁
に
、
ム
ホ
リ
の
言
葉
が
あ
る
。

「
南
ア
フ
リ
カ
や
そ
れ
以
外
の
地
域
で
ヘ
イ
ト
ク
ラ
イ

ム
（
偏
見
や
差
別
、
憎
悪
を
動
機
と
す
る
犯
罪
）
が
高
ま
る

中
で
、
私
の
使
命
は
、
南
ア
フ
リ
カ
の
黒
人
の
ク
ィ
ア

や
ト
ラ
ン
ス
の
視
覚
表
現
の
歴
史
を
書
き
直
し
、
私
た

ち
の
抵
抗
と
存
在
を
世
界
に
示
す
こ
と
で
す
」［
＊
5
］。

ル
ア
ン
ル
パ
が
「
ド
ク
メ
ン
タ
」
で
示
し
た
よ
う
に
、

ア
ー
ト
と
ア
ク
テ
ィ
ビ
ズ
ム
が
一
体
と
な
り
、
現
在
進

行
形
の
「
現
場
」
の
問
題
に
対
峙
す
る
態
度
が
ム
ホ
リ

の
写
真
と
言
葉
か
ら
伝
わ
っ
て
く
る
。

そ
し
て
歴
史
を
振
り
返
れ
ば
、
か
つ
て
オ
ラ
ン
ダ
と

争
い
な
が
ら
南
ア
フ
リ
カ
を
植
民
地
化
し
、
黒
人
労
働

者
を
搾
取
し
て
鉱
山
か
ら
の
富
を
得
て
い
た
イ
ギ
リ
ス

に
と
っ
て
、
南
ア
フ
リ
カ
の
現
在
に
ま
で
続
く
様
々
な

問
題
は
、
ひ
と
ご
と
で
は
済
ま
せ
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
。

被
植
民
地
出
身
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
よ
る
多
く
の
展
覧

会
が
各
地
で
開
催
さ
れ
て
い
る
事
実
か
ら
、
イ
ギ
リ
ス

の
植
民
地
主
義
へ
の
反
省
と
、
そ
れ
を
昔
の
話
と
し
て

終
わ
ら
せ
る
の
で
は
な
く
、
こ
れ
ま
で
見
て
こ
な
か
っ

た
歴
史
と
文
化
に
光
を
当
て
よ
う
と
す
る
決
意
が
感
じ

ら
れ
る
。

戦
争
へ
の
今
日
的
な
視
点

世
界
に
お
け
る
究
極
の
問
題
と
も
い
え
る
戦
争
。
戦

争
の
実
態
に
真
っ
向
か
ら
取
り
組
む
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
が
あ

る
。
イ
ギ
リ
ス
国
内
5
館
の
博
物
館
か
ら
成
る
帝
国
戦
争

博
物
館
（Im

perial W
ar M

useum

以
下
、
I
W
M
）
は
、
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上／（画 像13）
「戦争と心」イ
ラク戦争時の反
戦デモの展示。
右／（ 画 像14）

「戦争と心」入
り口の学生向け
ワークシート。 右／（画像11）「戦争と心」第一

次世界大戦のポスター。
上／（画像12）「戦争と心」イ
ラク戦争時のトニー・ブレア元
英首相の映像。

（画像 10）企画展「戦争と心」入り口の映像。

荒
木
夏
実
（
あ
ら
き
・
な
つ
み
）

東
京
藝
術
大
学
准
教
授
。
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
、
美
術
評
論
家
。
フ
ラ
ン
ス
・
パ
リ
生

ま
れ
。
慶
應
義
塾
大
学
文
学
部
卒
業
、
英
国
レ
ス
タ
ー
大
学
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
ス
タ

デ
ィ
ー
ズ
修
了
。
三
鷹
市
芸
術
文
化
振
興
財
団
（
1
9
9
4
年
〜
2
0
0
2
年
）、
森

美
術
館
（
2
0
0
3
年
〜
2
0
1
8
年
）の
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
を
経
て
、
2
0
1
8
年
よ
り

現
職
。「
ゴ
ー
・
ビ
ト
ゥ
イ
ー
ン
ズ
展
：
こ
ど
も
を
通
し
て
見
る
世
界
」（
2
0
1
4
年
）

で
第
26
回
倫
雅
美
術
奨
励
賞
、
第
10
回
西
洋
美
術
振
興
財
団
学
術
賞
受
賞
。
現
代
美

術
と
社
会
と
の
関
係
に
注
目
し
、
ア
ー
ト
を
わ
か
り
や
す
く
紹
介
す
る
活
動
を
展
開

し
て
い
る
。

第
一
次
世
界
大
戦
（
略
称
、
W
W
I
）
以
降
の
紛
争
と
そ

れ
が
人
々
に
与
え
る
影
響
に
関
す
る
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
、

紛
争
を
経
験
し
た
人
々
の
経
験
を
物
語
る
品
々
や
ス

ト
ー
リ
ー
を
収
集
し
て
い
る
［
＊
6
］。
I
W
M
ロ
ン
ド

ン
で
は
戦
争
が
人
々
の
精
神
に
与
え
る
影
響
を
探
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
「
戦
争
と
心
（W

ar and the 

M
ind

）」（
2
0
2
4
年
9
月
27
日
～
2
0
2
5
年
4
月
27

日
）
と
い
う
興
味
深
い
企
画
展
が
開
催
さ
れ
て
い
た
。

ま
ず
入
り
口
の
パ
ネ
ル
に
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
演
奏
家
や

陸
上
競
技
の
ア
ス
リ
ー
ト
の
姿
と
と
も
に
短
い
言
葉
が

映
し
出
さ
れ
る
。「
私
た
ち
は
協
力
し
、
そ
し
て
競
争

す
る
」「
人
々
の
競
争
心
は
大
抵
は
無
害
な
も
の
だ
」

「
し
か
し
、
対
立
す
る
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
や
野
心
、

考
え
は
グ
ル
ー
プ
間
の
危
険
な
緊
張
を
生
み
出
す
こ
と

が
あ
る
」。
さ
ら
に
戦
場
の
兵
士
と
言
葉
が
浮
か
び
上

が
る
。「
歴
史
を
通
し
て
、
人
間
は
暴
力
に
頼
っ
て
き

た
」（
画
像
10
）。

こ
の
ご
く
短
い
映
像
の
中
で
、
戦
争
が
起
こ
る
構
造

が
端
的
に
描
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
特
別
な

こ
と
で
は
な
く
、
誰
に
で
も
起
こ
り
う
る
こ
と
も
容
易

に
想
像
で
き
る
。

会
場
に
は
多
く
の
戦
争
に
関
す
る
ポ
ス
タ
ー
や
映
像

な
ど
が
展
示
さ
れ
て
い
る
。
兵
士
を
鼓
舞
す
る
も
の
や

国
に
残
さ
れ
た
人
々
を
励
ま
す
も
の
、
敵
を
貶お

と
し

め
る
も

の
な
ど
、
ど
こ
の
国
で
も
戦
時
の
言
葉
遣
い
は
似
通
っ

て
い
る
。
第
一
次
世
界
大
戦
に
イ
ギ
リ
ス
が
参
戦
す
る

理
由
を
書
い
た
ポ
ス
タ
ー
に
は
「
命
と
名
誉
、
自
由
、

人
類
」
を
侵
略
者
か
ら
守
る
た
め
と
い
う
大
義
名
分
が

示
さ
れ
て
い
る
。
単
純
化
さ
れ
た
原
因
、
子
ど
も
で
も

わ
か
る
簡
単
な
言
葉
、
語
呂
の
よ
さ
な
ど
、
プ
ロ
パ
ガ

ン
ダ
特
有
の
明
快
さ
が
表
れ
て
い
る
（
画
像
11
）。

開
戦
時
、
当
時
の
首
相
が
国
民
に
対
し
ど
の
よ
う
に

説
明
し
た
か
を
示
す
映
像
も
興
味
深
い
。
第
二
次
世
界

大
戦
時
の
ネ
ヴ
ィ
ル
・
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
、
フ
ォ
ー
ク
ラ

ン
ド
紛
争
時
の
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
・
サ
ッ
チ
ャ
ー
、
イ
ラ

ク
戦
争
時
の
ト
ニ
ー
・
ブ
レ
ア
の
ス
ピ
ー
チ
の
映
像
が

流
れ
て
い
た
（
画
像
12
）。

し
か
し
、
威
勢
の
よ
い
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
と
は
対
照
的

に
、
資
料
や
元
兵
士
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
通
し
て
調
査

を
行
っ
た
研
究
者
の
説
明
や
、
展
示
壁
に
書
か
れ
た
元

兵
士
の
言
葉
か
ら
は
、
切
迫
し
た
戦
場
で
の
状
況
が
伝

わ
っ
て
く
る
。「
夏
場
の
暑
さ
で
常
に
鼻
を
突
く
血
の

臭
い
が
し
て
い
た
（
W
W
I
）」「
神
経
が
や
ら
れ
て
し

ま
っ
て
、
爆
撃
の
音
に
震
え
が
止
ま
ら
な
か
っ
た
。
怖

い
わ
け
じ
ゃ
な
く
て
た
だ
震
え
を
抑
え
ら
れ
な
か
っ
た

（
W
W
I
）」「
人
か
ら
〝
あ
な
た
戦
地
で
素
晴
ら
し
い
仕

事
を
や
っ
て
の
け
ま
し
た
ね
〟
と
言
わ
れ
る
こ
と
に
耐

え
ら
れ
な
か
っ
た
。
何
も
か
も
が
耐
え
難
か
っ
た
（
ア

フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
紛
争
）」［
＊
7
］。

兵
士
が
戦
地
で
精
神
に
異
常
を
き
た
す
現
象
は
第
一

次
世
界
大
戦
に
「
シ
ェ
ル
シ
ョ
ッ
ク
」（
砲
弾
シ
ョ
ッ
ク
、

戦
争
神
経
症
）
と
呼
ば
れ
、
後
に
心
的
外
傷
後
ス
ト
レ

ス
障
害
（
P
T
S
D
）
と
し
て
分
析
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

兵
士
た
ち
を
収
容
す
る
簡
素
な
テ
ン
ト
の
治
療
所
の
写

真
や
異
常
行
動
を
記
録
し
た
映
像
な
ど
が
展
示
さ
れ
て

い
た
。

さ
ら
に
本
展
の
興
味
深
か
っ
た
点
は
、
第
二
次
世
界

大
戦
後
の
反
戦
ポ
ス
タ
ー
や
反
戦
デ
モ
の
記
録
が
多
く

紹
介
さ
れ
て
い
る
こ
と
だ
。
2
0
0
3
年
の
イ
ラ
ク
戦

争
に
イ
ギ
リ
ス
が
ア
メ
リ
カ
と
と
も
に
参
戦
し
た
際
に

は
、
イ
ギ
リ
ス
各
地
で
反
戦
運
動
が
起
こ
っ
た
。「
戦

争
で
は
な
く
お
茶
を
（M

ake T
ea N

ot W
ar

）」
と
書

か
れ
た
ポ
ス
タ
ー
や
、
プ
ラ
カ
ー
ド
を
掲
げ
て
デ
モ
行

進
す
る
人
々
の
映
像
が
展
示
さ
れ
て
い
た
（
画
像
13
）。

ま
た
、
展
覧
会
入
り
口
に
あ
っ
た
中
学
生
以
上
の
学

校
向
け
の
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
も
注
目
に
値
す
る
。
例
え
ば

以
下
の
よ
う
な
質
問
が
あ
る
。

展
示
を
見
る
前
に
以
下
の
記
述
に
賛
成
か
否
か

を
答
え
て
く
だ
さ
い
。

「
戦
争
は
人
間
の
性
分
の
一
部
で
あ
り
、
避
け
難

く
、
な
く
す
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
」

他
の
人
の
考
え
を
聞
い
て
、
自
分
の
意
見
の
理

由
を
説
明
し
て
く
だ
さ
い
。

展
示
を
見
終
わ
っ
た
時
に
も
う
一
度
こ
の
記
述

を
見
て
く
だ
さ
い
。
あ
な
た
の
考
え
は
変
わ
り
ま

し
た
か
？
（
画
像
14
）

注＊
1	Docum

enta fifteen Handbook, p.12

＊
2	

同
右pp. 17-19

＊
3	“W

om
en artists to dom

inate Tate's 2021 solo show
s” THE 

ART NEW
SPAPER,１０

 July 2020

＊
4	

展
覧
会「Zanele M

uholi

」（Tate M
odern, 2024

）の
展
示
解
説
よ
り

＊
5	

同
右

＊
6	Im

perial W
ar M

useum
s

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
よ
り

＊
7	

展
覧
会
「W

ar and the M
ind

」（Im
perial W

ar M
useum

 London, 
2024

）
の
壁
の
テ
キ
ス
ト
よ
り

＊
8	

今
回
の
紹
介
は
一
部
だ
が
、
世
界
各
地
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
こ
れ
ら
の

問
題
を
振
り
返
る
展
示
が
行
わ
れ
て
い
る
。

＊
9	

個
人
と
集
団
の
関
係
を
鋭
く
観
察
し
、
そ
の
深
層
心
理
を
探
る
作
品
を

発
表
し
て
き
た
小
泉
明
郎
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
の
元
兵
士
と
の
対
話

を
通
し
て
、
戦
争
体
験
を
テ
ー
マ
に
し
た
演
劇
的
作
品
を
制
作
し
て
い

る
。
藤
井
光
は
、
日
本
の
帝
国
主
義
に
関
す
る
問
題
を
様
々
な
角
度
か

ら
探
り
、
植
民
地
支
配
の
構
造
や
戦
争
と
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
関
係
、
現

代
の
移
民
問
題
な
ど
、
過
去
を
見
つ
め
る
こ
と
で
見
え
て
く
る
今
日
的

諸
問
題
を
あ
ぶ
り
出
す
作
品
を
制
作
す
る
。

＊
10	

例
え
ば
2
0
1
9
年
の
国
際
展
「
あ
い
ち
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
」
で
は
、
企

画
展
「
表
現
の
不
自
由
展
・
そ
の
後
」
に
出
品
さ
れ
た
従
軍
慰
安
婦
を

連
想
さ
せ
る
《
平
和
の
少
女
像
》（
キ
ム
・
ソ
ギ
ョ
ン
、
キ
ム
・
ウ
ン
ソ

ン
作
）
な
ど
に
反
感
を
覚
え
た
人
々
か
ら
の
ク
レ
ー
ム
が
事
務
局
に
殺

到
し
、「
不
自
由
展
」
を
3
日
間
で
中
止
す
る
事
態
が
起
き
る
。
企
画
展

中
止
を
検
閲
と
み
な
し
た
海
外
の
国
際
展
参
加
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
自
身

の
展
示
を
閉
鎖
し
た
り
、
変
更
す
る
な
ど
の
抵
抗
運
動
が
起
こ
っ
た
。

「
戦
争
を
な
く
す
こ
と
は
可
能
か
不
可
能
か
」
と
い
う

根
源
的
な
問
い
に
、
筆
者
も
簡
単
に
は
答
え
を
出
す
こ

と
が
で
き
な
い
。
こ
れ
だ
け
悲
惨
な
経
験
を
繰
り
返
し

な
が
ら
、
ど
の
国
も
同
じ
口
調
で
戦
争
を
肯
定
し
、
市

民
が
巻
き
込
ま
れ
て
い
く
。
そ
の
実
態
を
、
戦
争
博
物

館
は
あ
ら
ゆ
る
資
料
を
通
し
て
伝
え
て
い
る
。
世
界
最

大
の
帝
国
主
義
国
だ
っ
た
イ
ギ
リ
ス
の
博
物
館
が
、
国

家
や
戦
争
を
讃
え
る
の
で
は
な
く
、
徹
底
し
た
研
究
と

分
析
に
よ
っ
て
今
日
的
課
題
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
そ

の
態
度
に
感
嘆
す
る
。

ひ
る
が
え
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
展
示
や
議
論
が
日
本

の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
や
教
育
現
場
で
可
能
だ
ろ
う
か
。

「
戦
争
＝
悪
」「
平
和
こ
そ
が
大
事
」
な
ど
の
お
決
ま
り

の
言
葉
で
思
考
停
止
し
て
い
な
い
だ
ろ
う
か
。
世
界
の

今
を
見
れ
ば
、
幾
つ
も
の
終
わ
り
の
見
え
な
い
戦
争
が

進
行
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
「
答
え
を
出
す
」
の
で
は

な
く
、
思
考
す
る
こ
と
、
議
論
し
て
多
様
な
意
見
に
耳

を
傾
け
る
こ
と
が
必
要
な
は
ず
だ
。

現
在
進
行
形
の
問
題
を
表
現
に

植
民
地
主
義
の
歴
史
、
人
種
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
、
移
民

な
ど
、
世
界
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
は
現

在
進
行
形
の
問
題
に
対
し
て
果
敢
に
取
り
組
ん
で
い
る

［
＊
8
］。
自
国
の
過
去
を
振
り
返
り
、
見
過
ご
し
て
き
た

ス
ト
ー
リ
ー
に
注
目
し
、
多
様
な
当
事
者
の
視
点
を
取

り
込
む
努
力
を
し
て
い
る
。
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト

性
だ
け
に
焦
点
を
当
て
る
の
で
は
な
く
、
波
風
を
立
て

な
が
ら
根
本
的
な
問
題
提
起
を
し
て
い
く
こ
と
が
ア
ー

ト
や
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
に
は
可
能
な
の
だ
。

単
純
な
比
較
は
で
き
な
い
が
、
日
本
で
は
政
治
的

テ
ー
マ
を
ア
ー
ト
の
表
現
で
扱
う
こ
と
は
敬
遠
さ
れ
る

傾
向
が
あ
る
。
小
泉
明め

い

郎ろ
う

や
藤
井
光
［
＊
9
］
な
ど
、
日

本
の
過
去
の
植
民
地
主
義
や
戦
争
に
向
き
合
い
、
優
れ

た
作
品
を
表
現
す
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
も
増
え
て
い
る
が
、

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
な
ど
の
公
的
組
織
が
積
極
的
に
そ
の
よ

う
な
テ
ー
マ
に
取
り
組
む
こ
と
は
少
な
く
、
ま
た
そ
の

実
践
が
容
易
で
は
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
何
か
の

き
っ
か
け
で
展
示
が
「
思
想
的
」
と
み
な
さ
れ
て
「
炎

上
」
し
、
批
判
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
［
＊
10
］。

よ
り
多
様
な
視
点
を
も
つ
展
覧
会
を
展
開
す
る
た
め

に
は
、
そ
れ
を
受
け
入
れ
る
社
会
的
環
境
が
必
要
だ
。

そ
し
て
展
示
を
見
る
オ
ー
デ
ィ
エ
ン
ス
も
「
善
悪
」
や

「
好
き
嫌
い
」
で
は
な
く
、
様
々
な
価
値
や
思
考
を
ま

ず
受
け
入
れ
、
そ
れ
に
賛
同
し
た
り
反
対
し
た
り
す
る

議
論
に
参
加
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
ろ
う
。
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
や
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
が
自
由
で
オ
ー
タ
ナ
テ
ィ

ブ
な
問
題
提
起
を
発
信
し
て
い
く
た
め
に
も
、「
拒
絶
」

で
は
な
く
、
対
話
の
機
会
が
も
っ
と
増
え
る
と
い
い
。

私
自
身
が
多
様
な
ア
ー
ト
や
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
を
通
し
て

見
た
こ
と
の
な
か
っ
た
文
化
や
歴
史
を
知
る
こ
と
が
で

き
た
よ
う
に
、
多
く
の
人
が
そ
の
機
会
に
触
れ
る
こ
と

が
で
き
る
社
会
を
目
指
し
た
い
。
よ
り
開
か
れ
た
世
界

を
目
指
し
て
。
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